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1）事業所名 アイサン建設株式会社

2）代表者氏名 代表取締役　青本多嘉裕

3）所在地　 愛知県大府市横根町大猿尾158番地1（本社）

愛知県大府市横根町大猿尾122番地（倉庫）

愛知県大府市横根町新江15番11（積替え保管施設）

4）事業概要 特定建設業　産業廃棄物収集運搬業

5）事業規模 資本金　2,000万円

売上高　29億6,798万円（2023年4月期実績）

従業員数　51名

事業年度　5月1日～4月30日

許可運搬車両 ダンプ(17台)　キャブオーバ(4台)　バン(1台)

脱着装置付コンテナ車(2台) 計24台

社用車 乗用車(19台)　バン(2台)　

ダブルキャブ（14台） 計35台

重機台数 3.4㎥級(1台)　1.9㎥級(1台)　1.2㎥級(6台)

0.7㎥級(9台)　0.45㎥級(4台)　0.25㎥級(2台)

0.18㎥級(1台)　0.15㎥級(1台) 計25台

本社延床面積　837.329㎡

倉庫延床面積　270.0㎡

積替え保管施設　全体面積　349.35㎡(保管面積　103.57㎡)

廃棄物収集運搬量(2022年度)　56,646ｔ

解体工事件数（2022年度）　1,225件

6）許可内容 特定建設業

　愛知県知事　許可（特ー30）第105315号

　土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、解体工事業

　許可年月日　2018年9月13日

　有効年月日　2023年9月12日

産業廃棄物収集運搬業

　愛知県　第02310149849号

　許可年月日　2019年7月31日

　有効年月日　2024年7月30日
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⑴　組織概要



　岐阜県　第02100149849号

　許可年月日　2019年8月31日

　有効年月日　2024年8月30日

　三重県　第02400149849号

　許可年月日　2019年11月20日

　有効年月日　2024年10月13日

廃棄物の種類

積替え保管品目（4品目、水銀使用製品産業廃棄物を含む）

　廃プラスチック類＊▲、金属くず＊、ガラスくず・コンク

　リートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた

　ものを除く）及び陶磁器くず＊▲、がれき類▲

積替え保管外品目（3品目、水銀使用製品産業廃棄物を含む）

　紙くず、木くず、繊維くず

＊は自動車等破砕物を除く。▲は石綿含有産業廃棄物を含む。

積替え保管施設

　面積349.35㎡（保管面積103.57㎡）　保管上限143.08㎥

７）環境管理責任者 環境管理責任者　解体事業部部長　安井 悟

　　及び

　　担当者連絡先 担当者　解体事業部係長　山口 修

連絡先　0562-44-6522

８）法人設立年月日

９）受託した

　　産業廃棄物の

　　品目及び処理量 コンクリートガラ 50,181ｔ 42,452ｔ

アスファルトガラ 2,561ｔ 5,751ｔ

木くず 2,877ｔ 1,786ｔ

その他がれき類 3,821ｔ 2,645ｔ

混合廃棄物 2,565ｔ 1,444ｔ

石綿含有産業廃棄物 1,122ｔ 1,442ｔ

廃プラスチック類 972ｔ 377ｔ

金属くず 34ｔ 42ｔ

紙くず 0ｔ 4ｔ

繊維くず 10ｔ 16ｔ

水銀使用産業廃棄物 4ｔ 2ｔ

廃石膏ボード 557ｔ 462ｔ

ガラス陶磁器くず 286ｔ 223ｔ

合計 64,990ｔ 56,646ｔ

受注件数 1,249件 1,225件

平成21年5月14日

受託した産業廃棄物品目
2021年度

(R3.5~R4.4月)

2022年度

(R4.5~R5.4月)
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1）対象組織 本社、倉庫、積替え保管施設

2）対象活動 建築物等の解体工事業及び産業廃棄物収集運搬業

3）対象期間 対象活動期間は、2022年5月1日～2023年4月30日とし、

次年度活動期間は、2023年5月1日～2024年4月30日とする

4）発行日

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人員、設備、費用、時間、技能、技術者等の準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定、見直し及び全従業員への周知
・環境目標、環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標、環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認
・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所の備付けと地域事務所への送付）
・環境方針の全従業員への周知
・環境活動計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・施行、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・従業員へ必要事項の周知・指示
・協力業者へ必要事項の指示・協力・教育等
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚、共有
・決められた事案を守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

各部門担当長

及び担当者

環境事務局

（施工管理課係長）

役割

代表者

環境管理責任者

環境事務局

⑵　対象範囲、レポートの対象期間及び発行日
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2023年7月14日

施工管理課

次長

総務課

係長

営業課

課長

ｴｺｱｸｼｮﾝ21

担当員

ｴｺｱｸｼｮﾝ21

担当員

ｴｺｱｸｼｮﾝ21

担当員

従業員 従業員

現場責任者

全従業員

従業員

代表者

（代表取締役）

環境管理責任者

（解体事業部部長）



　　解体工事業は、地球温暖化問題に多大な影響がある事を常に念頭に置いて、

　　社屋所在地近辺だけでなく、各事業場周囲においても、安全かつ品質を併せて

　　管理していく事により、従業員一丸となって継続的に環境への取り組みを進め

　 　　てまいります。

1、 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

2、 電気や化石燃料の効果的な使用により、二酸化炭素排出量の削減を進め、

　　産業廃棄物の分別により再資源化率を上げ、節水・節電により資源の使用量

　　削減をそれぞれ努めます。

3、 工程、安全、品質管理の強化により、重機災害や飛来・落下災害などの

　　作業員の災害防止や、第三者への災害や環境保全に努めます。

4、 ICT化による業務の効率化を図り、省エネに努めます。

5、 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

制定日 2019年9月1日

代表取締役 青本多嘉裕
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⑶　環境経営方針

環境経営理念

環境経営方針



※今年度＝2022年5月～2023年4月 事業年度 5月1日～翌年4月30日

基準年度実績 今年度目標 今年度実績 前年度実績 前年度比較 次年度目標

2021年5月

～2022年4月

基準年から

目標値設定

今年度と

基準年を比較

2021年5月

～2022年4月

今年度と

前年度を比較

2023年5月

～2024年4月

87,576 87,138 87,463 87,576 87,463 86,700

基準 ▲0.5％ ▲0.1％ ▲0.1％ ▲1.0％

30,237 30,086 27,932 30,237 27,932 29,935

基準 ▲0.5％ ▲7.6％ ▲7.6％ ▲1.0％

605,313 602,286 429,587 605,313 429,587 599,260

基準 ▲0.5％ ▲29.0％ ▲29.0％ ▲1.0％

1,669,165 1,660,819 1,210,396 1,669,165 1,210,396 1,652,473

基準 ▲0.5％ ▲27.6％ ▲27.6％ ▲1.0％

88.0 88.4 88.8 88.0 88.8 88.9

基準 ✙0.5％ ✙0.8％ ✙0.8％ ✙1.0％

2,658 2,645 2,636 2,658 2,636 2,631

基準 ▲0.5％ ▲0.8％ ▲0.8％ ▲1.0％

49.8 50.0 36.9 49.8 36.9 50.3

基準 ✙0.5％ ▲12.9％ ▲12.9％ ✙1.0％

331.6 334.9 349.7 331.6 349.7 336.6

基準 ✙1.0％ ✙5.4％ ✙5.4％ ✙1.5％

※青数値は目標達成、赤数値は未達成

※二酸化炭素排出係数は、2019年度中部電力ミライズ㈱調整後排出係数0.426㎏-CO2/kWhを使用し、

    3年間同じ係数を使用して算出する。

※再資源化率(％)は、自社受注分の、再資源化量(ｔ)/収集運搬量(ｔ)で表している。

※グリーン購入は、エコ商品購入数/全購入数(％)で表している。化学物質の使用はない。

※環境配慮項目の目標値は、収集運搬量(kg)/軽油使用量(ℓ、運搬車両使用分のみ)で表している。
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水使用量の削減 ㎥

グリーン購入

状況管理
％

環境配慮項目

の数値増加

kg

/ℓ

※基準年は三年ごとに変わる為、三年に一度基準年比較と前年度比較が同じ結果となる。

（今期がその年）

軽油使用量

の削減
ℓ

二酸化炭素

排出量の削減

㎏-

co2

産業廃棄物

排出量の削減

（再資源化率増加）

％

ガソリン

使用量の削減
ℓ

⑷　環境経営目標

環境経営目標項目 単位

電力使用量

の削減
kWh



活動内容 担当責任者

照明は、昼休みや社員が少ない時などは消灯する

エアコン設定温度調節（室温　夏場26℃、冬場22℃）

パソコンは省電力モードを活用する

夜間や休日は、パソコン等のOA機器の電源を切る

ブラインド等により、熱の出入りを調整する

節電の掲示

アイドリングストップの徹底

急加速・急停車の防止などエコドライブの徹底

点検整備を実施し、建設機械及び車両の維持管理を徹底

更新時に燃費効率のよい建設機械、車両へ転換する

廃材収集運搬経路の計画と見直し

エコドライブの教育

解体現場で廃材を分別する

廃材処分先の計画と見直し

処分先の調査とルートの開拓

使用量の確認

節水の掲示

iPad等の活用でICT化を促進し、業務の効率化を図る

工程、安全、品質管理の強化により業務の効率化を図る

廃材収集運搬経路の計画と見直し

※二酸化炭素排出量の削減は、上記1及び2の活動によるものとします。

※活動は全員で実施し、エコアクション21担当者が実施確認をする。

総務課

太田
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総務課

太田

4.水使用量の削減

目標数値

2018年度実績-0.5％

6.環境配慮項目の数値増加

収集運搬量/軽油使用量

目標数値

2021年度実績+0.5％

5.グリーン購入の促進

目標数値

2021年度実績+0.5％

購入内容の記録

施工管理課

田中

⑸　環境経営計画

項目

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

3.産業廃棄物排出量の削減

目標数値

2021年度実績+0.5％

1.電力使用量の削減

目標数値

2021年度実績-0.5％

2.燃料使用量の削減

（軽油・ガソリン）

目標数値

2021年度実績-0.5％

2022年度環境経営活動計画（2022年5月～2023年4月）

総務課

太田

営業課

酒田

施工管理課

田中

総務課

太田

営業課

酒田

施工管理課

田中

施工管理課

田中



⑹　環境経営計画に基づき実施した取組内容

活動内容 評価

照明は、昼休みや社員が少ない時などは消灯する ○

エアコン設定温度調節（室温　夏場26℃、冬場22℃） ○

パソコンは省電力モードを活用する ○

夜間や休日は、パソコン等のOA機器の電源を切る ○

ブラインド等により、熱の出入りを調整する ○

節電の掲示 ○

アイドリングストップの徹底 ○

急加速・急停車の防止などエコドライブの徹底 ○

点検整備を実施し、建設機械及び車両の維持管理を徹底 ○

更新時に燃費効率のよい建設機械、車両へ転換する ○

廃材収集運搬経路の計画と見直し ○

エコドライブの教育 ○

解体現場で廃材を分別する ○

廃材処分先の計画と見直し ○

処分先の調査とルートの開拓 ○

使用量の確認 ○

節水の掲示 ○

購入内容の記録 ○

iPad等の活用でICT化を促進し、業務の効率化を図る ○

工程、安全、品質管理の強化にて業務の効率化を図る ○

廃材収集運搬経路の計画と見直し ○

※二酸化炭素排出量の削減は、上記1及び2の活動によるものとします。

※活動は全員で実施し、エコアクション21担当者が実施確認をする。

項目

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

1.電力使用量の削減

目標数値

2021年度実績-0.5％

評価　○…実施　△…一部未実施　×…未実施　　2022年度環境経営活動計画（2022年5月～2023年4月）
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2.燃料使用量の削減

（軽油・ガソリン）

目標数値

2021年度実績-0.5％

3.産業廃棄物排出量の削減

目標数値

2021年度実績+0.5％

4.水使用量の削減

目標数値

2018年度実績-0.5％

5.グリーン購入の促進

目標数値

2021年度実績+0.5％

6.環境配慮項目

収集運搬量/軽油使用量

目標数値

2021年度実績+0.5％



※青数値は目標達成、赤数値は未達成

電力使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

産廃排出量の削減(※1　再資源化率の増加)

水の使用量の削減

グリーン購入

環境配慮項目(※2　収集運搬量(kg)／軽油使用量(ℓ)の数値増加）

⑺　環境経営目標及び計画の実績・取組結果

　　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

2022年度環境経営目標及び計画の実績・取組結果（2022年5月～2023年4月）

電力使用量削減 kWh 87,576 87,463 86,700

環境経営目標　項目 単位
基準値

(2021.5～2022.4)

2022年度実績値

(2022.5～2023.4)

2023年度目標値

(2023.5～2024.4)

軽油使用量削減 ℓ 605,313 429,587 599,260

ガソリン使用量削減 ℓ 30,237 27,932 29,935

水の使用量削減 ㎥ 2,658.0 2,636 2,631

産廃排出量の削減※1 ％ 88.0 88.8 88.9

グリーン購入 ％ 49.8 36.9 50.3

二酸化炭素の排出量 ㎏-co2 1,669,165 1,210,396 1,652,473

環境配慮項目※2 kg/ℓ 331.6 349.7 336.6
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・基準年比で▲12.9％（目標：+0.5％）購入時に検討したり帳簿を付けていますが、購入比率の向上には至

りませんでした。次年度は従来以上に従業員への周知徹底を強化し、社員全体の意識向上を目指します。

・基準年比で+5.4％（目標：+1.0％）年間の数値目標を十分達成しており、そのための手段を徹底できた結

果と思われます。次年度も継続して計画を実行していけるよう周知徹底していきます。

各項目の評価及び次年度の取組について

・基準年比で年間▲0.1％（目標：▲0.5％）年間の総電力使用量は基準年に比べ僅かに減少したが、目標数

値には届きませんでした。次年度は従業員の意識向上とエコ操作の周知徹底をより強化していきます。

・基準年比で年間▲7.6％（目標：▲0.5％）エコドライブの周知や掲示により、従業員の意識向上が表れた

結果となりました。引き続きエコドライブの教育と周知徹底を行っていきます。

・基準年比で年間▲29.0％（目標：▲0.5％）エコドライブの周知や掲示により、従業員の意識向上が表れた

結果となりました。引き続きエコドライブの教育と周知徹底を行っていきます。

・基準年比で+0.8％（目標：+0.5％）年単位で見ると目標数値は達成しているが、数値が非常に低い月もあ

りましたので、今後も処分先の計画と見直し及びルート開拓を推進していきます。

・基準年比で▲0.8％（目標：▲0.5％）年間の目標数値は達成したが、最も水の使用量が増加する要因であ

る、シート洗浄作業時の節水を徹底する指示を次年度も継続していきます。



⑻　環境関連法規などの遵守状況の確認及び

　　評価の結果並びに違反、訴訟などの有無

環境関連法規等要求事項一覧表 確認日：2022年6月28日

法規制等の名称 主な遵守すべき条文等
遵守

評価

大気汚染防止法 第18条の17他 ○

騒音規制法 第14条第1項 ○

振動規制法 第14条第1項 ○

自動車NOx・PM法 第4条第1項 ○

家電リサイクル法 第6条 ○

建設リサイクル法 第9条、10条、12条、16条、18条他 ○

フロン排出抑制法 第42条、43条第4～7項、45条第5項 ○

廃棄物処理法 第12条第1～7項、9～10項、13項他 ○

同上施工令 第6条第一号イ～へ他 ○

グリーン購入法 第5条 ○

労働安全衛生法 第11条第1項、第12条第1項他 ○

愛知県条例 第7条第1、2、6項、第8条第1項他 ○

愛知県規則 第3条第1項第一～二号他 ○

また、過去3年間、関係当局より違反の指摘や訴訟ははありません。

令和4年6月28日 代表取締役　青本多嘉裕
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名古屋市条令 第7条第1～3項他 ○

違反・訴訟などの有無

遵守状況の確認の結果、当社に適用される主な環境関連法規への違反は

ありませんでした。



　コロナ感染の影響が未だに続き、市場の回復はまだまだこれからであると

考えられる状況下において、当社は直近3年間とその前の3年間との平均を

比較すると、営業成績は10％減程度で、完成工事高においても10数％減

程度に留まっており、利益率においては良い数字となっております。これは

各部署において各々の役割を十分に果たしている結果だと感じております。

　エコアクションにおいてデータを可視化する事により、問題も可視化する

事は、運用して数年ですが非常に有意義であると感じます。結果を会社の

問題として捉える事により、各部門の責任者と問題を共有化し、改善案が

確立できたら、責任者を通して全社員に周知徹底を行う事により、引き続き

PDCAサイクルの確実な運用を行って下さい。

令和5年6月30日
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⑼　代表者による全体の評価と見直し・指示

代表取締役　　青本多嘉裕


